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WCS事業 能登の子供たちに笑顔を

実施日 2024年11月16日～17日

会場 枚方市立地域活性化センター

ひらかたパーク

【事業目的】大規模地震により二次被害を余儀なくされ、通常の学校生活を送ることが困難に

なった生徒たちに、震災前には当たり前に見られた「屈託のない笑顔を取り戻す」ために、友人、同
窓生たちが安心して語り合いと遊びができる再開の場を提供する。また、被災していない地域を代表
し、枚方中学校の生徒達にも参加していただき、彼らからは被災地の子供たちを勇気づけるアイデア
を募り、同世代の子供たち同志による交流活動を実施することで【ひとりじゃない】という気持ちを
お互いに感じ取り、同時に日本国民としての連帯感と誇り、またこの活動を行うことによってのボラ
ンティア精神を養っていくことを目的とする。





WCSとは
 World Community Service ⇒世界社会奉仕

 1962年 RI会長 ニッティシ マハリー氏によって提唱

当初は文盲対策、スラム街対策などを実施





 1967年に正式にスタート

毎年 推定2600万ドルの資金および物資を提供

WCSプロジェクトの3つの条件

• プロジェクトはその本質が人道的なものであること

• 2カ国以上のロータリー国のロータリアンが関与すること

• 参加国のうち1カ国はプロジェクト実施地であること



WCSプロジェクトの目標

 1.援助を必要としている人々の生活の質を、ロータリーの国際奉仕を
通じて、高めること、異なる国のロータリークラブと地区が協力して
国際奉仕プロジェクトを遂行するのを奨励すること
2.援助を必要とするプロジェクト、それに援助を提供したいという申
し出についての情報交換の機会を効果的に提供すること
3.国際規模の開発や文化上の問題について、さらに自主自助のプロ
ジェクトを実施する重要性についてロータリアンの理解を深めること
4.RIと財団の関係プログラムと強調事項の参加者にWCSプログラムの
提供するサービスを利用してもらうこと
5.ロータリー財団その他からWCSプロジェクトに授与される補助金に
ついてロータリアンに知らせること
6.WCSの成功談を他のロータリアンに伝えること
7.国際理解、親善、平和を育成すること



世界社会奉仕（WCS） 「希望の静かなる改革」

世界社会奉仕（ＷＣＳ）は援助を受ける組織
や人々だけではなく、援助提供を行う組織や

人々にも恩恵をもたらす。



ロータリークラブの発足

弁護士であったポールハリス
は2月23日に米国イリノイ州
シカゴで初のロータリー例会
を開きました。ハリスは、当
初は地元の多種多様な職業人
を集めたクラブを思い描きま
した。



初期の奉仕活動

公衆トイレの設置など

公衆トイレの設置についての協議が行われた
会合の議題資料とシカゴ市内の公衆トイレ



1908年11月 サンフランシスコに
2つ目のロータリークラブが設立

サンフランシスコ
ロータリークラブの
初期の徽章



1910年 クラブ連合会の設立

ロータリークラブ連合会を設立
するための大会開催の通知



1911年『The Rotarian』誌 創刊

『The Rotarian』誌 創刊号



1912年 4月 カナダ ウィニペグロー
タリークラブが設立

全米ロータリークラブ連合会

国際ロータリー連合会
1922年 国際ロータリー 採択



1912年8月 ロンドンロータリークラブ加盟承認

1913年5月 ダブリンロータリークラブ加盟承認

ロータリークラブがヨーロッパへと拡大



1914年 第一次世界大戦が勃発

アメリカからヨーロッパに派遣されたロータリアンの
子弟の兵士に対しイギリスのロータリアン家庭がホス
トをしたという記録が残っている。 また、アメリカ、
イギリス、アイルランド、カナダのＲＣがヨーロッパ
各地の避難民に対する物資援助をしたり、傷病兵に
対する慰問活動、終戦で復員してくる軍人に対するボ
ランテイア活動などを行った。



1914年 5月

英国ロータリークラブ連合会 設立



1917年 アーチ・クランフ基金設立

アーチ・C・クランフ氏

アーチ・クランフ基金設立

1928年 ロータリー財団

最初の寄付はたったの26ドル50セント



1919年2月 モンテビデオロータリーク
ラブが加盟 南米に拡大

1919年 第一回国際協議会が開催



1919年 第一次世界大戦終了と同時に世
界に拡大

1919年 6月 フィリピン マニラ

1919年 10月 中国 上海

1920年 1月 インド カルカッタ



1921年 4月 東京ロータリークラブ加盟承認

世界で855番目のクラブと
して加盟認証



1921年 エジンバラ 国際大会

国際奉仕の考え方

「奉仕というロータリーの理想に結束した職業人の世
界的友好による理解、善意及び国際的平和の増進」

ロータリーの目的 第4項

「奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワー
クを通じて、国際理解、親善、平和を推進すること」



1920年頃のロータリークラブの特徴

奉仕活動の実践についての基準が出来上がって
無かったこと

理論 ⇔ 実践
親睦 ⇔ 奉仕
奉仕の心 ⇔ 奉仕の実践
クラブ内活動 ⇔ クラブ外活動
Inside work ⇔ Outside work



従来の特徴
ロータリーの理念を学ぶ場と実践する場が明
確に分けられる
「奉仕の実践活動をする以前に、奉仕の心を
学ぶ」ことが順序立てられていた

クラブの奉仕活動の実体に沿った管理が困難



1927年 四大奉仕の採択

１９２７年オステンド大会で四大奉仕（クラブ奉仕、職
業奉仕、社会奉仕、国際奉仕）の採択によって、クラブ
の組織管理運営と奉仕の実践活動が一致しました。

現在の委員会構成の原形



1934年～1937年

ポールハリスがイギリス、ヨー
ロッパ、極東、南アフリカを訪問

1938年 ドイツ、オーストリア、イ
タリアでロータリークラブが解散

1940年 日本もRIから脱退

1939年 第二次世界大戦が勃発



1949年 国連設立準備会に49名のロータ
リアンが参加

米国代表団への援助を国際ロー
タリーに求める電報（1945年）

国連機関との将来のパートナー
シップの土台が築かれた。



1962年 ニッティシラハリー氏

「世界のどこかの片隅に一人でも不幸な人が
いる限り、我々ロータリアンは幸せになるこ
とは出来ない」

世界社会奉仕の概念

当初は文盲対策、スラム街対策などが実施され、
日本に おけるＷＣＳプロジェクトの第 1 号は、
365 地区（大阪、京都、奈良、和歌山、福井）に
よるイ ンドの救癩事業です。



1967年 世界社会奉仕活動がRI常設
プログラムとなる

大東ロータリークラブ【能登の子どもたちに笑顔を】

台北スワンシーロータリークラブ【運動靴 寄贈】

大東ロータリークラブ【遊具 寄贈】

大東ロータリークラブ【ラグビーボール 寄贈】



1962年 インターアクトクラブが認定
（米国 フロリダ州メルボルン高校）



1年後には25の国や地域に200を超える
ローターアクトクラブができた。

1968年 ローターアクトクラブが認定
（米国 ノースカロライナ大学）



1971年 【ロータリー青少年指導者養成
プログラム（RYLA）】が創設

1975年 【ロータリー青少年交換】が認定

1978年 RI会長クレル・レヌーフ氏が３Ｈプログラム（保
健 Health、飢餓追放 Hunger、 人間性尊重 Humanity）を
提唱 補助金プログラムの創設

1979年 ポリオ根絶活動を開始



1985年 ポリオプラス プログラム立ち上げ

1988年 平和フォーラム開催



2007年 「四大奉仕部門」をクラブ定款に明
記することを、規定審議会に提案し採択

「他国の人々を助けることを目的としたクラ
ブのあらゆる活動」とはＷＣＳを念頭に置い
た表現



ご清聴ありがとうございました。
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